
LINE目次ページ



LINE目次ページ

J-PlatPat（特許情報プラットフォーム） を用いて

「炭素固定」に関する技術や研究を調べましょう。
ワーク１

ページURL https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ ※メンテナンス日時に注意

学年・クラス・番号 氏名

出願人 ・

①技術の名称
例：○○、○○の製造方法、○○システム、等

・

②技術開発に
取り組む
背景・理由

例：○○が社会的に問題。○○の技術が求められている。

・

③従来技術の
課題

例：○○が十分ではない。 そのため、「○○」や、「○○な製造方法」が望まれている。

・

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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No. ①技術のキーワード ②開発課題 ※できるだけ簡単に記入。
※記述内容が難しい場合は、発明の名称を記入、

1

2

3

例 電動航空機
配線（大型機の場合は電線が太くなる。翼が動く大型機の場合、電線が切れる。）
（内容が難しい場合の書き方 → モーター制御、ハイブリッド電動航空機）

①グリーン戦略を「支える技術」を特定し、

②J-PlatPat等を用いて「開発課題」を挙げましょう。
ワーク２

①ページURL
資源エネルギー庁 「カーボンニュートラルの産業イメージ」
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/green_growth_strategy.html

②ページURL 特許庁 「J-PlatPat」 https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ ※メンテナンス日時に注意

学年・クラス・番号 氏名

ハイブリット電動航空機→内燃機関＋電動機

https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/green_growth_strategy.html
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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ナビゲーター

案内人

「ご自身のお顔」 又は

「内容と関連する自己紹介」の

写真やイラストを貼りつけ。
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本日のテーマ

地球温暖化の対策

でも…その原因である

二酸化炭素は

目に見えない
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どうしたら、みんなが

二酸化炭素を

意識できる？
創造された

「概念」とは？
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生産・廃棄の過程（道筋）を

「見える化」 しよう！

問題提起のため、創造された「概念（ネーミング）」とは？

？

CO2

？

CO2

？

CO2
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カーボンフットプリント
（Carbon footprint）

↓
炭素の
足跡

製品のライフサイクルを
通したCO2の排出量
例 「原材料の採取・生産」→
「製造・加工」→「輸送・流通」→
「消費」→「廃棄・リサイクル」
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カーボンフットプリントの状況を
公開する企業の事例

↓
カーボンフットプリント認証取得 | 環境保全 | CSR情報 | 井村屋グループ

https://www.imuraya-group.com/csr/conservation/cfp2010/

出典：J-PlatPat
（商標登録番号4896322号）

https://www.imuraya-group.com/csr/conservation/cfp2010/
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環境保護のために
炭素以外の物質にも
配慮が必要！

創造された

「概念」とは？
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マテリアルバランス

（物質収支）
「エネルギーや資源の投入量（インプット）」と、

活動に伴い発生した

「製品や環境負荷物質（アウトプット）」

をみていくもの

メモ：通称「マテバラ」。多くの企業のCSRに登場するよ。
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マテリアルバランスの状況を
公開する企業の事例

↓
マテリアルバランス | サステナビリティ | 企業情報 | 大塚食品

https://www.otsukafoods.co.jp/company/csr/environment/materialbalance.html

出典：J-PlatPat
（商標登録番号5733802号）

出典：J-PlatPat
（商標登録番号961090号）

https://www.otsukafoods.co.jp/company/csr/environment/materialbalance.html
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透明性

（と説明責任）

が重要。
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地球温暖化という

現象の１つの見方・視点

↓

炭素（C）が

偏らない（N）こと。

具体的には？
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炭素

循環

炭素（C）が偏らない（N）ことが重要。

→炭素を陸海空のどこに貯めておくか？
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炭素

固定

空

陸・海

排出

削減

排出削減の

目標を

立てる国々
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J-PlatPat（特許情報プラットフォーム） を用いて

「炭素固定」に関する技術や研究を調べましょう。
ワーク１

ページURL https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ ※メンテナンス日時に注意

学年・クラス・番号 氏名

出願人 ・

①技術の名称
例：○○、○○の製造方法、○○システム、等

・

②技術開発に
取り組む
背景・理由

例：○○が社会的に問題。○○の技術が求められている。

・

③従来技術の
課題

例：○○が十分ではない。 そのため、「○○」や、「○○な製造方法」が望まれている。

・

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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（参考）J-PlatPat（特許情報プラットフォーム）での調べ方ワーク１

トップページの簡易検索において、

①特許・実用新案 を選択し、

②「炭素固定」や「炭素固定技術」と入力し、検索ボタンを押してください。

②炭素固定 と入力①選択
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発明の
名称が

表示されます

出願人／
権利者名
が表示
されます

ワーク１

①「発明の名称」と「出願人（特許権を取得したいと、願い出た人・企業）」を見て、

②気になった技術の「文献番号（例：特開2021-021862）」をクリック

（参考）J-PlatPat（特許情報プラットフォーム）での調べ方

②クリック！ ①気になるものを…
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ワーク１ （参考）J-PlatPat（特許情報プラットフォーム）での調べ方

詳細な説明 をクリック！

※通常はタブが

開いています
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ワーク１ （参考）J-PlatPat（特許情報プラットフォーム）での調べ方

①技術分野
≒発明の名称

注目ポイント

②背景技術
既存技術や

技術領域を

教えてくれる！
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ワーク１ （参考）J-PlatPat（特許情報プラットフォーム）での調べ方

①技術分野
≒発明の名称

注目ポイント

②背景技術
既存技術や

技術領域を

教えてくれる！

分かりやすい

ものも多い！

↓下にスクロールすると…
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ワーク１ （参考）J-PlatPat（特許情報プラットフォーム）での調べ方

①技術分野

注目ポイント

②背景技術

③発明が

解決しようと

する課題

ちなみに…

数字は、あくまでも

文章の「段落番号」。

（遡って言及しやすくなる）
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ワーク１ （参考）J-PlatPat（特許情報プラットフォーム）での調べ方

①技術分野

注目ポイント

②背景技術

③発明が

解決しようと

する課題

分かりやすいものも多い！
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J-PlatPat（特許情報プラットフォーム） を用いて

「炭素固定」に関する技術や研究を調べましょう。
ワーク例

出願人 ○○株式会社

①技術の名称 第二族元素の炭酸塩の製造方法、及び二酸化炭素固定化システム

②技術開発に
取り組む
背景・理由

・地球温暖化、化石燃料枯渇の問題がある。

・二酸化炭素に代表される温室効果ガスを固定化する技術や
再生可能エネルギーとして利用する技術の開発が望まれている。

・そこでアルカリ溶液に二酸化炭素を吸着させた後、
炭酸塩を析出させて二酸化炭素を固定化する技術が検討されている。

③従来技術の
課題

・アルカリ溶液へのCO2の吸着効率が十分ではない
・アルカリ溶液に吸着したCO2を炭酸塩に変換する際にもロスが生じる

↓
・より変換効率の高い二酸化炭素の固定化方法が望まれている。

ページURL https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ ※時々あるシステムメンテナンスに注意

学年・クラス・番号 氏名

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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アイデアを共有
しましょう

？

！
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カーボンニュートラルに

賛同し始めた国々

【出典】経済産業省 地球環境小委員会地球温暖化対策検討ワーキンググループ 第２回会合 資料３
「２０５０年カーボンニュートラルを巡る国内外の動き」
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/chikyu_kankyo/ondanka_wg/002.html

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/chikyu_kankyo/ondanka_wg/002.html
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「私の国でもカーボンニュートラル
（CO2排出「0」）をやります！」

↓

世界的なキーワード・トレンド

グリーン
みどり色？
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グリーンの意味……

green
環境に優しい
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グリーン戦略が

世界的に

普及し始めている。
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【出典】経済産業省 地球環境小委員会地球温暖化対策検討ワーキンググループ 第２回会合 資料３
「２０５０年カーボンニュートラルを巡る国内外の動き」
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/chikyu_kankyo/ondanka_wg/002.html

！

！

！

！

！

！ ！

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/chikyu_kankyo/ondanka_wg/002.html
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日本では「グリーン成長戦略」

【出典】経済産業省 2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略を策定しました
https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201225012/20201225012.html

https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201225012/20201225012.html
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日本のシナリオ（2050年に実質の CO2排出量ゼロ）

【出典】経済産業省 2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/ggs/pdf/green_gaiyou.pdf

https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/ggs/pdf/green_gaiyou.pdf
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排出削減（カーボンニュートラル）に

賛同し始めた国々

【出典】経済産業省 地球環境小委員会地球温暖化対策検討ワーキンググループ 第２回会合 資料３
「２０５０年カーボンニュートラルを巡る国内外の動き」
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/chikyu_kankyo/ondanka_wg/002.html

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/chikyu_kankyo/ondanka_wg/002.html
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グリーン戦略は

今までの環境対策と

何が違うのか？

キーワードは……
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投資
↓

利益を得る目的で

お金を出すこと
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【出典】経済産業省 地球環境小委員会地球温暖化対策検討ワーキンググループ 第２回会合 資料３
「２０５０年カーボンニュートラルを巡る国内外の動き」
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/chikyu_kankyo/ondanka_wg/002.html

！

！

！

！

！

！

！

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/chikyu_kankyo/ondanka_wg/002.html
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地球温暖化への対応は

経済成長の「制約」や「コスト」

……ではなく、

「成長の機会」
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グリーン戦略に則る

事業・ビジネスには

何がある？

2050年の「CO2ぜロ」へ向けて……
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【出典】経済産業省「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」（アクセス日2022年1月24日）
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/ggs/index.html

https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/ggs/index.html
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【出典】経済産業省「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」（アクセス日2022年1月24日）
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/ggs/index.html

↑このマークにも

注目

https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/ggs/index.html
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【出典】経済産業省「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」（アクセス日2022年1月24日）
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/ggs/index.html

https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/ggs/index.html
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No. ①技術のキーワード ②開発課題 ※できるだけ簡単に記入。
※記述内容が難しい場合は、発明の名称を記入、

1

2

3

例 電動航空機
配線（大型機の場合は電線が太くなる。翼が動く大型機の場合、電線が切れる。）
（内容が難しい場合の書き方 → モーター制御、ハイブリッド電動航空機）

①グリーン戦略を「支える技術」を特定し、

②J-PlatPat等を用いて「開発課題」を挙げましょう。
ワーク２

①ページURL
資源エネルギー庁 「カーボンニュートラルの産業イメージ」
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/green_growth_strategy.html

②ページURL 特許庁 「J-PlatPat」 https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ ※メンテナンス日時に注意

学年・クラス・番号 氏名

ハイブリット電動航空機→内燃機関＋電動機

https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/green_growth_strategy.html
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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【出典】経済産業省「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」（アクセス日2022年1月24日）
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/ggs/index.html

【参考】 調達～利用の流れでの整理

https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/ggs/index.html
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【SDGsアイコン（日本語版）の出典】 国際連合広報センターHP（アクセス日：2021年12月14日）
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/sdgs_icon/

【参考】 SDGs 17の目標

https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/sdgs_icon/
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アイデアを共有
しましょう

？

！
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技術開発の現場（その１）

性能

安全性

利便性

費用

独自性

環境負荷

等々

△

△

○

△

○

△

△

○

○

△

△

○

○

○

○

○

○

×

方法A 方法B 方法C

or or

様々なアプローチのメリット・デメリットを

比較検討して、開発を進める！
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技術開発の現場（その２）

性能

安全性

利便性

費用

独自性

環境負荷

等々

△

△

○

△

○

△

△

×

○

△

△

×

○

○

○

△

○

○

第1号 第５号 第10号

様々なメリット・デメリットを

考慮しながら開発を進める！
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一生懸命開発した結果を、

簡単にまねされてしまうと、

ビジネスとして成り立たない。

↓ そんな国では…

誰も技術開発をやらなくなる。

↓ そこで…

発明を守る「特許制度」は、

目に見えない重要なインフラ。
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環境対応のために、

科学技術の

発展・普及が

不可欠。
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